
は
じ
め
に

信
濃
の
善
光
寺
は
無
宗
派
の
単
立
寺
院
で
あ
る
。
天
台
宗
の
大
勧
進
貫
主
（
僧
）
と
、

浄
土
宗
の
大
本
願
上
人
（
尼
僧
）
が
住
職
を
務
め
て
い
る
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
を
中

心
に
、
向
か
っ
て
右
側
に
観
音
菩
薩
、
左
側
に
は
勢
至
菩
薩
、
こ
の
三
尊
が
一
つ
の
光

背
を
背
に
し
て
立
つ
「
一
光
三
尊
阿
弥
陀
如
来
」（
善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
）
で
あ
る
。

欽
明
天
皇
の
時
代
に
仏
教
が
伝
来
し
た
時
の
こ
と
。
天
皇
は
仏
教
の
導
入
に
積
極
的

な
蘇
我
氏
に
仏
像
を
与
え
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
国
内
で
悪
病
が
流
行
し
た
。
排
仏

派
の
物
部
氏
は
、
異
国
の
神
を
祀
っ
た
こ
と
に
対
す
る
日
本
の
神
の
祟
り
と
考
え
、
仏

像
を
難
波
の
堀
江
に
棄
て
て
し
ま
う
。
し
ば
ら
く
の
後
、
推
古
天
皇
の
時
代
に
な
り
、

信
濃
国
の
本
田
善
光
が
難
波
の
堀
江
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
水
中
か
ら
突
然
に
如
来
が

姿
を
現
し
、
善
光
と
と
も
に
信
濃
へ
移
り
、
そ
こ
で
建
立
さ
れ
た
の
が
善
光
寺
と
い
う
。

近
世
河
内
・
大
坂
地
域
に
お
け
る
善
光
寺
の
布
教
活
動

伊
藤

純

要
旨

戦
国
時
代
以
降
、
河
内
・
大
坂
地
域
で
信
濃
善
光
寺
が
信
仰
を
拡
大
し
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

永
禄
元
年

（
一
五
五
八
）
以
降
、
善
光
寺
で
は
本
尊
が
不
在
と
な
り
、
荒
廃
す
る
。
慶
長
三
年
に
本
尊
が
戻
り
、
翌
年
か
ら
修
復
工
事
が
始
ま
る
。
工
事

の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
三
十
三
度
詣
を
達
成
し
た
小
山
善
光
寺
の
宗
珍
に
「
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
を
与
え
、
河
内
で
の
布

教
の
拠
点
と
す
る
。
小
山
善
光
寺
で
は
曼
荼
羅
を
活
用
し
善
光
寺
へ
の
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
、
自
ら
の
財
も
貯
え
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
再
興
を

果
た
す
。

一
七
世
紀
中
頃
に
難
波
の
堀
江＝

阿
弥
陀
池
が
大
坂
の
地
に
見
い
出
さ
れ
る
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
は
大
坂
で
善
光
寺
如
来
の
出
開
帳
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
善
光
寺
講
が
で
き
る
。
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）、
堀
江
川
が
開
削
さ
れ
、
堀
江
地
域
開
発
の
要
と
な
る
和
光
寺
が
創
建
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

江
戸
後
期
に
な
る
と
融
通
念
仏
宗
の
強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
の
る
形
で
、
垣
内
善
光
寺
が
新
た
な
布
教
拠
点
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
善
光
寺
は
河
内
・
大
坂
地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
事
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
ら
へ
の
信
仰＝

集
客＝

財
源
の
拡
大
を
行
な
っ
て
い

た
。
善
光
寺
の
布
教
活
動
で
拠
点
と
な
っ
た
寺
や
地
域
と
善
光
寺
と
の
関
係
は
、
俗
な
表
現
を
と
れ
ば
「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」
で
あ
っ
た
。
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今
日
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
善
光
寺
の
縁
起
で
あ
る
。

善
光
寺
で
は
丑
年
と
未
年
の
六
年
目
ご
と
に
開
帳
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
尊
は
絶
対

の
秘
仏
と
さ
れ
て
お
り
、
開
帳
さ
れ
る
の
は
前
立
ち
の
本
尊
で
あ
る
。
平
成
二
七
（
二

〇
一
五
）
未
年
の
四
月
五
日
か
ら
五
月
三
一
日
の
開
帳
で
は
七
〇
七
万
七
七
〇
〇
人
の

参
詣
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
丑
年
の
六
七
三
万
人
を
三
四

万
人
も
上
回
り
、
過
去
最
高
の
参
詣
者
数
だ
っ
た
と
い
う
（
１
）
。

善
光
寺
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
信
仰
は
一
朝
一
夕
に
成
っ
た
も
の
で
な
い
。

善
光
寺
自
身
に
よ
る
積
極
的
な
布
教
活
動
と
、
布
教
活
動
が
行
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
事
情
と
が
、
双
方
に
都
合
よ
く
重
な
り
合
い
、
信
仰
が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ

う
。本

稿
で
は
戦
国
時
代
以
降
、
世
の
中
が
安
定
し
た
近
世
社
会
、
日
本
の
中
で
も
人
口

が
集
中
し
て
い
た
河
内
・
大
坂
地
域
に
お
い
て
、
善
光
寺
が
ど
の
よ
う
に
信
仰＝

集
客

を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
か
を
跡
付
け
て
み
た
い
。

な
お
、
善
光
寺
を
語
る
際
に
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
縁
起
と
、
絶
対
の
秘
仏
と
さ
れ

る
本
尊
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
論
及
し
な
い
（
２
）
。

一

荒
廃
し
た
善
光
寺

―
受
難
の
戦
国
時
代
―

善
光
寺
の
歴
史
に
あ
っ
て
、
苦
難
の
時
代
、
言
い
換
え
れ
ば
寺
と
し
て
最
も
荒
廃
し

た
の
は
後
述
す
る
よ
う
に
戦
国
時
代
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
度
々
の
火
災
が
あ
り
、

そ
の
つ
ど
に
再
興
さ
れ
て
き
た
。
大
き
な
火
災
を
年
表
的
に
示
す
と
以
下
の
よ
う
で
あ

る
（
３
）
。

治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
善
光
寺
、
焼
失
。

文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
源
頼
朝
は
信
濃
国
の
目
代
や
武
士
に
善
光
寺
再
興
に
協

力
を
命
じ
る
。

建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
再
建
、
落
成
。

文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
善
光
寺
、
焼
失
。

文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
再
建
、
完
成
。

正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
善
光
寺
、
焼
失
。

正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
再
建
に
際
し
、
用
材
が
飛
来
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
図
が

京
都
に
伝
わ
る
。

応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
善
光
寺
、
火
災
。

応
永
二
〇
年
（
一
四
一
三
）
金
堂
修
造
供
養
。

応
永
三
四
年
（
一
四
二
七
）
堂
塔
、
全
焼
。

文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
善
光
寺
、
如
来
堂
な
ど
焼
失
。

文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
善
光
寺
本
堂
、
炎
上
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
国
時
代
以
前
に
も
堂
宇
の
焼
失
と
、
再
建
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
災
難
は
、
善
光
寺
の
寺
域
内
で
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
述
べ
る
戦
国
時
代
の
状
況
と
は
大
き
く
異
な
る
と
い
え
よ
う
。

一
六
世
紀
の
中
頃
か
ら
末
に
か
け
て
の
半
世
紀
程
の
間
、
善
光
寺
は
未
曽
有
の
危
機

で
あ
っ
た
。
戦
国
時
代
の
状
況
を
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
４
）
。

永
禄
元
年

（
一
五
五
八
）
九
月
一
五
日

川
中
島
合
戦
の
際
、
武
田
信
玄
が
本
尊
を
甲
州
へ
移
す
。

永
禄
七
年

（
一
五
六
四
）
六
月
三
日

甲
斐
善
光
寺
の
本
堂
上
棟
す
る
。

天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
三
月
一
一
日

武
田
氏
、
亡
び
る
。

天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
四
月

（４４）
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織
田
信
長
の
長
男
・
信
忠
は
本
尊
を
岐
阜
へ
移
す
。

天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
六
月
二
日

本
能
寺
の
変
。
織
田
信
雄
が
本
尊
を
尾
張
甚
目
寺
に
移
す
。

天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
六
月

徳
川
家
康
は
本
尊
を
尾
張
か
ら
甲
斐
の
善
光
寺
に
移
す
。

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
七
月
一
八
日

豊
臣
秀
吉
が
本
尊
を
京
都
に
移
す
。
慶
長
の
大
地
震
（
一
五
九
五
年
）
で
倒
壊
し

た
大
仏
の
代
り
。

こ
の
年
、
河
内
小
山
善
光
寺
の
宗
珍
が
信
濃
善
光
寺
に
三
十
三
度
詣
を
す
る
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

秀
吉
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
周
囲
は
秀
吉
に
本
尊
を
信
濃
に
返
す
よ
う
に
勧
め
る
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
八
月
一
七
日

秀
吉
、
本
尊
を
信
濃
に
か
え
す
。
翌
日
、
秀
吉
没
。

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
三
月
四
日

信
濃
善
光
寺
の
本
堂
、
普
請
始
ま
る
。

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
夏

善
光
寺
本
堂
落
成
。

永
禄
元
年

（
一
五
五
八
）
に
武
田
信
玄
に
よ
っ
て
本
尊
が
甲
斐
国
に
移
さ
れ
て
か

ら
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
ま
で
の
半
世
紀
近
く
善
光
寺
に
は
本
尊
は
な
く
、
荒
廃

を
極
め
た
。
小
林
計
一
郎
氏
は
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
伊
勢
の
御
師
が
長
野
近

所
の
四
五
軒
に
札
を
配
っ
た
際
、
善
光
寺
の
近
辺
で
は
一
軒
だ
け
だ
っ
た
と
、
そ
の
頃

の
善
光
寺
と
周
辺
の
町
の
荒
廃
し
た
様
子
を
紹
介
し
て
い
る
（
５
）
。
こ
の
間
、
火
災
に

よ
る
本
堂
の
焼
失
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
本
尊
が
戻
っ
た
慶
長
三
年
（
一
五
九

八
）
の
翌
年
か
ら
本
堂
の
建
築
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
尊
不
在
の
間
に

善
光
寺
は
た
い
そ
う
荒
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
小
山
善
光
寺
の
宗
珍
な
る
僧
が
、
本
尊
不
在
の
善
光
寺
に

も
か
か
わ
ら
ず
三
十
三
度
詣
を
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
達
成
し
て
い
た
こ
と
は
注

目
す
べ
き
出
来
事
で
あ
ろ
う
。

二

小
山
善
光
寺

―
河
内
・
大
坂
で
の
最
初
の
拠
点
―

藤
井
寺
市
小
山
に
所
在
す
る
小
山
善
光
寺
は
、
天
正
年
間
ま
で
は
前
方
後
円
墳
で
あ

る
津
堂
城
山
古
墳
の
後
円
部
西
側
に
位
置
す
る
現
小
字
名
「
善
光
寺
屋
敷
址
」
に
あ
っ

た
。
津
堂
城
山
古
墳
上
に
は
小
山
城
の
本
丸
と
二
ノ
丸
が
築
か
れ
て
い
た
。
安
見
氏
が

居
城
と
し
て
い
た
小
山
城
は
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
に
三
好
康
重
に
攻
め
ら
れ
落

城
し
、
三
好
氏
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）

織
田
信
長
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
落
城
し
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
信
長
の
河
内
諸
城

破
却
に
よ
っ
て
廃
城
と
な
っ
た
（
６
）
。
小
山
城
の
城
域
に
あ
っ
た
善
光
寺
も
兵
乱
に
巻

き
込
ま
れ
荒
廃
し
た
。

慶
長
年
間
に
な
り
、
小
山
善
光
寺
の
僧
宗
珍
に
善
光
寺
如
来
の
霊
感
が
あ
っ
て
、
信

濃
の
善
光
寺
に
三
三
回
も
参
拝
し
た
（
７
）
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
三
十
三
度
詣
を
達
成

し
た
の
が
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
で
あ
る
。
そ
の
一
〇
年
後
の
慶
長
一
二
年
（
一
六

〇
七
）、
宗
珍
は
兵
火
よ
っ
て
荒
廃
し
た
小
山
善
光
寺
を
再
興
す
る
（
８
）
。

一
方
、
永
禄
元
年

（
一
五
五
八
）
以
来
、
信
濃
を
離
れ
て
い
た
本
尊
が
、
信
濃
の

地
に
戻
っ
た
の
が
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
こ
と
。
本
尊
不
在
の
間
に
荒
廃
し
た
伽

藍
本
堂
の
修
復
工
事
が
始
ま
る
の
が
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）、
翌
慶
長
五
年
（
一
六

〇
〇
）
夏
に
本
堂
が
落
成
す
る
。
こ
の
頃
の
信
濃
善
光
寺
と
小
山
善
光
寺
の
出
来
事
を

年
表
的
に
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（４５）
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永
禄
元
年

（
一
五
五
八
）
信
濃
善
光
寺
の
本
尊
甲
州
へ
。

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
信
長
の
河
内
諸
城
破
却
に
よ
っ
て
小
山
城
廃
城
。
小
山
善

光
寺
も
荒
廃
。

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
小
山
善
光
寺
の
宗
珍
が
本
尊
不
在
の
信
濃
善
光
寺
に
三
十

三
度
詣
を
す
る

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
豊
臣
秀
吉
、
本
尊
を
信
濃
に
か
え
す
。

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
信
濃
善
光
寺
の
本
堂
、
普
請
始
ま
る
。

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
善
光
寺
本
堂
落
成
。

慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
宗
珍
が
小
山
善
光
寺
を
再
興
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
見
る
と
、
信
濃
善
光
寺
の
荒
廃
と
再
建
、
小
山
善
光
寺
の
荒
廃

と
再
興
が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
と
思
わ
れ
る

曼
荼
羅
が
あ
る
。
小
山
善
光
寺
で
一
九
八
五
年
に
発
見
さ
れ
た
「
善
光
寺
参
詣
曼
荼

羅
」
で
あ
る
。

こ
の
曼
荼
羅
は
中
央
に
信
濃
善
光
寺
の
伽
藍
と
周
辺
の
景
観
を
描
き
、
左
右
の
両
側

に
信
濃
善
光
寺
の
縁
起
絵
を
配
し
て
い
る
。
こ
の
曼
荼
羅
の
制
作
年
代
つ
い
て
は
、
既

に
い
く
つ
も
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
（
９
）
。
い
ず
れ
の
論
考
で
も
一
六
世
紀
後
半

〜
末
頃
成
立
と
い
っ
た
時
間
幅
の
中
で
制
作
年
が
語
ら
れ
て
い
る
。
い
く
つ
も
の
論
考

の
中
で
「
慶
長
五
年
夏
の
豊
臣
秀
頼
の
寄
進
に
よ
る
如
来
堂
再
建
時
の
勧
進
の
た
め
に

善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
が
作
成
さ
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
最
も
妥
当
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。」
と
す
る
岩
鼻
通
明
氏
の
見
解
が
、
信
濃
と
小
山
と
の
一
六
世
紀
中
頃
か
ら
一

七
世
紀
初
頭
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
私
も
最
も
妥
当
と
考
え
る
。

本
尊
不
在
の
間
に
荒
廃
し
た
善
光
寺
は
、
本
尊
が
返
っ
て
く
る
や
否
や
、
本
堂
の
修

復
工
事
に
着
手
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
必
要
な
財
源
を
い
そ
ぎ
集
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
財
源
の
確
保
は
、
即
ち
善
光
寺
に
対
す
る
信
仰
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。
信
濃

善
光
寺
は
、
本
尊
不
在
の
時
で
あ
っ
て
も
、
熱
心
に
信
仰
を
貫
き
、
慶
長
二
年
（
一
五

九
七
）
に
三
十
三
度
詣
を
達
成
し
た
小
山
善
光
寺
の
宗
珍
を
通
じ
て
、
河
内
地
域
で
の

信
仰
の
拡
大
（
財
源
の
確
保
）
を
は
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
山
善
光
寺
側
で
も
信
濃

善
光
寺
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信

濃
へ
の
信
仰
の
拡
大
に
寄
与
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
小
山
へ
の
信
仰
の
拡
大
に

も
つ
な
が
っ
た
に
違
い
な
い
。
慶
長
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
本
堂
の
普
請
工
事
が
、
翌
五

年
と
い
う
短
時
間
で
落
成
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
小
山
善
光
寺
を
拠
点
と
し
た
河

内
地
域
で
の
布
教
活
動
が
、
修
復
工
事
の
財
源
の
一
端
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

小
山
善
光
寺
で
も
信
濃
へ
財
源
を
供
給
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
自
ら
も
財
を
貯
え
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
荒
廃
し
て
い
た
寺
を
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
再
興
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

小
山
善
光
寺
に
は
近
年
発
見
さ
れ
た
曼
荼
羅
と
は
別
に
「
南
命
山
無
量
寿
院
善
光
寺

縁
起
」（
１０
）
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
跋
文
に
は

慶
長
二
己
酉
年
記
之

元
和
五
己
未
年
改
之

南
命
山
無
量
寿
院

善
光
寺

享
保
十
七
壬
子
大
簇
上
院
再
写
之

と
記
さ
れ
て
い
る
。
縁
起
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

当
寺
の
本
尊
は
、
信
濃
善
光
寺
の
南
面
無
量
寿
院
の
如
来
と
一
体
分
身
で
あ
る
。
推

古
天
皇
の
時
代
、
大
和
豊
良
宮
の
警
固
を
終
え
た
信
州
伊
那
郡
麻
績
郷
の
本
田
善
光
が

帰
国
し
よ
う
と
し
た
際
、
浪
花
の
池
の
ほ
と
り
で
光
る
物
を
見
た
。
こ
れ
が
善
光
寺
如

（４６）
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来
。
如
来
は
善
光
の
前
世
と
因
縁
を
語
り
、
善
光
の
背
中
に
飛
び
移
る
。

そ
の
頃
、
小
山
に
は
隆
聖
と
い
う
念
仏
僧
が
い
て
、
善
光
に
如
来
を
小
山
に
留
め
る

よ
う
に
頼
ん
だ
。
二
人
は
如
来
の
前
で
三
日
三
晩
念
仏
を
唱
え
た
と
こ
ろ
、
如
来
が
左

右
に
顕
現
し
た
。
分
身
し
た
如
来
を
小
山
に
と
ど
め
、
水
中
か
ら
現
れ
た
如
来
を
信
州

に
運
ん
だ
。
隆
聖
は
小
山
に
善
光
寺
を
建
立
し
、
如
来
を
安
置
す
る
。
推
古
天
皇
十
年

の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
天
正
頃
に
兵
火
に
か
か
り
荒
廃
す
る
。

慶
長
年
間
に
宗
珍
と
い
う
僧
が
い
て
、
信
州
の
善
光
寺
へ
の
三
十
三
度
参
り
が
満
願

し
た
帰
り
、
小
山
の
松
田
某
の
家
に
泊
ま
っ
た
夜
に
、
夢
の
中
で
如
来
が
現
れ
る
。
宗

珍
か
ら
話
を
聞
い
た
松
田
某
は
、
屋
敷
に
秘
め
た
本
尊
を
宗
珍
に
示
し
た
と
こ
ろ
、
夢

に
現
れ
た
如
来
で
あ
っ
た
。
二
人
は
仏
殿
を
建
立
し
如
来
を
安
置
し
た
。

こ
の
縁
起
は
跋
文
に
よ
れ
ば
「
慶
長
二
己
酉
年
」
に
成
立
し
た
と
あ
る
。
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
）
は
丁
酉
で
あ
り
、
己
酉
な
ら
ば
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
で
あ
る
。

縁
起
の
中
で
宗
珍
が
仏
殿
を
建
立
し
た
話
が
出
て
く
る
の
で
、
こ
の
縁
起
が
成
立
し
た

の
は
小
山
善
光
寺
が
再
興
さ
れ
た
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
慶
長
二
己
酉
年
」
は
正
し
く
は
「
慶
長
十
四
己
酉
年
」
と
思

わ
れ
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
改
め
ら
れ
た
時
か
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）

に
再
写
さ
れ
た
時
に
誤
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
信
濃
善
光
寺
の
布
教
拠
点
と
な
り
な

が
ら
、
自
ら
も
財
を
貯
え
な
が
ら
、
つ
い
に
慶
長
一
二
年
に
堂
宇
の
再
興
が
な
っ
た
こ

と
を
機
に
縁
起
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
に
小
山
善
光
寺
の
本
尊
に
つ
い

て
、
小
山
の
地
で
信
濃
善
光
寺
の
本
尊
と
な
る
仏
像
か
ら
分
身
し
た
も
の
で
あ
る
と
の

起
源
譚
が
創
ら
れ
、
縁
起
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三

大
坂
和
光
寺

―
大
都
市
大
坂
で
の
拠
点
―

和
光
寺
と
い
え
ば
阿
弥
陀
池
で
あ
り
、
池
の
傍
ら
に
は
「
善
光
寺
如
来
出
現
之
霊

地
」
の
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。
和
光
寺
、
阿
弥
陀
池
に
関
す
る
最
初
の
史
料
は
延
宝
三

年
（
一
六
七
五
）
の
『
葦
分
船
』
で
あ
ろ
う
。

四
橋
と
い
ふ
あ
り
。
そ
れ
よ
り
三
町
ば
か
り
に
し
、
南
商
家
の
う
ら
に
池
あ
り
。

是
を
あ
ミ
た
か
池
と
い
ふ
。
…
（
中
略
）
…
御
長
一
尺
五
寸
の
阿
弥
陀
、
観
音
、

勢
至
の
三
尊
を
鋳
給
ひ
、
貴
賤
の
病
を
す
く
ひ
た
ま
へ
り
。
仏
滅
度
の
後
、
百
済

国
に
わ
た
り
給
ひ
。
一
千
余
歳
の
後
。
斉
明
王
よ
り
吾
朝
欽
明
天
皇
の
御
時
、
日

本
に
う
つ
ら
せ
給
ひ
。
摂
津
国
難
波
の
う
ら
に
と
ゝ
ま
ら
せ
給
ふ
。（
今
此
池
の

中
也
）
其
時
、
信
濃
国
の
住
人
本
田
善
光
夫
婦
都
に
上
り
け
る
に
、
如
来
の
御
告

あ
り
て
如
来
を
信
濃
国
に
く
た
し
奉
り
、
一
寺
を
建
立
し
、
今
に
善
光
寺
と
申
け

る
ハ
、
わ
が
名
に
よ
せ
し
ゆ
へ
な
り
と
そ
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
阿
弥
陀
池
と
本
田
善
光
が
登
場
す
る
も
、
寺
と
し
て
の
和
光
寺
は

見
え
な
い
。
一
七
世
紀
中
頃
に
善
光
寺
如
来
が
出
現
し
た
と
さ
れ
る
難
波
の
堀
江
（＝

阿
弥
陀
池
）
が
、
大
坂
の
地
に
見
い
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
善
光
寺
関
連
の
記
録
が
認
め
ら
れ
る
の
は
『
摂
陽
奇
観
』
元
禄
七
年
（
一
六
九

四
）
の
記
述
で
あ
る
。

当
夏
六
月
廿
四
日
よ
り
十
月
迄
洛
東
真
如
堂
に
て
信
州
善
光
寺
如
来
開
帳
有
之
。

夫
よ
り
大
坂
へ
御
下
向
ニ
而
四
天
王
寺
ニ
於
て
開
帳
こ
れ
善
光
寺
如
来
大
坂
初
て

の
開
帳
ニ
付
参
詣
群
衆
ス
。
…
（
中
略
）
…
信
州
善
光
寺
如
来
、
京
都
ま
た
は
大
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坂
へ
出
開
帳
之
節
は
必
ズ
角
太
夫
の
芝
居
其
辺
り
に
て
興
行
に
及
ぶ
。

こ
れ
は
信
濃
善
光
寺
が
本
堂
を
修
復
す
る
た
め
に
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
か
ら
七

年
（
一
六
九
四
）
に
行
っ
た
第
一
回
目
の
回
国
出
開
帳
の
記
述
で
あ
る
（
１１
）
。
元
禄
五

年
に
江
戸
本
所
の
回
向
院
で
の
開
帳
後
、
一
年
置
い
た
元
禄
七
年
に
は
京
都
の
真
如
堂
、

そ
の
後
大
坂
四
天
王
寺
で
開
帳
が
行
わ
れ
た
。
大
坂
で
の
開
帳
は
た
い
そ
う
な
人
出

だ
っ
た
ら
し
く
、
宿
泊
所
が
不
足
し
た
の
で
、
天
王
寺
の
近
辺
や
安
治
川
、
木
津
川
の

船
着
場
の
町
々
に
開
帳
中
に
臨
時
宿
泊
所
を
設
け
る
こ
と
に
許
可
が
出
た
ほ
ど
で
あ

る
（
１２
）
。
こ
の
出
開
帳
を
機
に
、
大
坂
の
地
で
善
光
寺
如
来
へ
の
信
仰
が
高
ま
る
の
で

あ
る
。自

是
以
来
、
善
光
寺
講
と
号
け
て
、
此
池
の
辺
に
て
、
念
佛
執
行
の
室
を
構
へ
、

常
夜
燈
を
置
り
。
是
則
善
光
寺
本
堂
、
仏
前
の
夜
燈
移
す
所
也
。

と
あ
る
よ
う
に
（
１３
）
、
こ
の
大
盛
況
の
出
開
帳
の
あ
と
に
善
光
寺
講
が
で
き
、
阿
弥

陀
池
に
念
仏
堂
が
構
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

阿
弥
陀
池
、
善
光
寺
如
来
の
出
開
帳
、
善
光
寺
講
の
成
立
、
そ
し
て
つ
い
に
寺
と
し

て
の
和
光
寺
が
創
建
さ
れ
る
。

『
摂
陽
奇
観
』
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）

一

堀
江
あ
み
だ
池

和
光
寺
立

蓮
池
山
知
善
院
和
光
寺

本
堂
額
和
光
寺
（
宝
鏡
寺
宮
徳
厳
皇
女
御
筆
）

本
尊
弥
陀
外
帳
（
葵
之
御
紋
也
）
昌
院
之
御
寄
附
と
云

信
濃
善
光
四
之

内
南
命
山
無
量
樹
寺
の
本
尊
を
此
寺
ニ
安
置
ス

…
（
中
略
）
…

元
禄
中
寅
年
（
一
一
年
）
信
州
善
光
寺
百
十
三
世
之
大
本
願

知
善
上
人

ニ
千
八
百
八
十
坪
之

地
ヲ
賜
ル

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
禄
一
一
年
に
信
濃
善
光
寺
の
「
南
命
山
無
量
樹
寺
」
の
本
尊
を

い
た
だ
き
、
知
善
と
い
う
僧
が
一
八
八
〇
坪
の
土
地
を
賜
っ
て
和
光
寺
を
建
立
し
た
と
。

移
さ
れ
て
き
た
「
南
命
山
無
量
樹
寺
」
の
本
尊
は
寺
伝
に
よ
れ
ば
伊
豆
国
走
湯
山
浄
蓮

上
人
源
延
僧
都
が
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
五
月
一
五
日
に
信
濃
善
光
寺
の
本
尊
を
鋳

写
し
た
も
の
と
い
う
（
１４
）
。
和
光
寺
が
創
建
さ
れ
た
元
禄
一
一
年
は
堀
江
川
が
開
削
さ

れ
た
年
で
あ
る
。
堀
江
地
域
の
開
発
を
強
力
に
推
し
進
め
る
た
め
に
も
、
善
光
寺
を
背

景
に
し
た
信
仰
の
大
い
な
る
高
揚
の
拠
点＝

多
く
の
人
が
集
ま
る
場
、
を
設
け
る
た
め

に
和
光
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

四

垣
内
善
光
寺
―
江
戸
後
期
の
さ
ら
な
る
布
教
活
動
―

垣
内
善
光
寺
は
八
尾
市
垣
内
、
高
安
山
の
ふ
も
と
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
融
通
念

仏
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
通
称
「
元
善
光
寺
」
と
い
う
。

本
来
は
こ
の
寺
が
所
蔵
し
て
い
た
は
ず
の
「
河
内
国
高
安
郡
善
光
寺
縁
起
」
が
、
八

尾
市
東
本
町
の
所
在
す
る
融
通
念
仏
宗
の
清
慶
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
縁
起
に

つ
い
て
は
小
谷
利
明
氏
の
論
考
が
あ
る
（
１５
）
。

縁
起
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

推
古
一
〇
年
に
本
田
善
光
が
浪
華
で
如
来
を
感
得
し
、
信
濃
に
下
る
時
、
垣
内
村
の

老
女
宅
に
泊
ま
る
。
老
女
は
、
善
光
に
こ
こ
に
留
ま
っ
て
人
々
を
救
済
す
る
よ
う
に
頼

ん
だ
が
、
善
光
は
信
濃
に
下
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
老
女
は
出
家
し
、
自
宅
を
庵
と
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し
た
。
信
濃
に
戻
っ
た
善
光
は
、
勅
許
に
よ
り
善
光
寺
を
建
立
し
た
。
後
に
善
光
が
京

都
に
来
た
際
に
垣
内
に
立
ち
寄
り
、
老
女
の
庵
に
善
光
精
舎
の
名
を
つ
け
、
聖
徳
太
子

が
鋳
造
し
た
一
光
三
尊
仏
を
与
え
た
。
…
（
中
略
）
…
元
禄
の
頃
に
鴨
川
氏
の
子
孫
が

病
気
に
な
っ
た
際
に
垣
内
善
光
寺
の
本
尊
に
祈
念
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
に
回
復
し
た
。

本
尊
を
諸
人
が
常
に
拝
す
る
の
は
恐
れ
多
い
と
し
、
厨
子
を
作
り
、
教
誉
上
人
に
寄
付

し
秘
仏
と
し
た
と
い
う
。

元
禄
の
話
が
登
場
す
る
の
で
、
こ
の
縁
起
は
元
禄
以
降
に
成
立
し
た
縁
起
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

垣
内
善
光
寺
の
宗
派
で
あ
る
融
通
念
仏
宗
と
、
善
光
寺
の
関
係
を
語
る
史
料
が
あ
る
。

大
阪
市
東
成
区
深
江
南
三
丁
目
、
暗
越
奈
良
街
道
に
面
し
た
、
か
つ
て
は
法
明
寺
の
山

門
の
あ
っ
た
所
に
立
つ
法
明
寺
案
内
地
蔵
（
１６
）
の
傍
ら
に
立
つ
石
碑
で
あ
る
。

（
右
）
寛
政
九
丁
巳
年
十
月
四
日
御
入
佛

當
寺
境
内
尓

鴈
塚
の
古
跡
阿
り

（
正
）
融
通
大
念
佛
宗
中
興
法
明
上
人
舊
蹟

深
江
村

法
明
寺

（
左
）
善
光
寺
如
来
安
置

信
州
善
光
寺
如
来
日
本
回
国

結
縁
開
帳
越
年
之
所

（
裏
）

（
読
め
ず
）

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
五
回
目
の
善
光
寺
如
来
の
回
国
出
開
帳

が
法
明
寺
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
刻
ん
で
い
る
。
こ
の
時
の
開
帳
は
、
寛
政
六
年
（
一
七

九
四
）
に
善
光
寺
を
出
発
し
、
日
本
海
側
を
回
り
、
七
年
山
陰
・
山
陽
地
方
、
八
年
に

は
山
陽
地
方
か
ら
九
州
地
方
、
九
年
（
一
七
九
七
）
に
は
九
州
か
ら
四
国
、
大
坂
深
江

の
法
明
寺
で
年
を
越
し
、
一
〇
年
二
月
一
一
日
か
ら
一
五
日
に
法
明
寺
で
開
帳
が
行
わ

れ
た
。
さ
ら
に
中
山
道
沿
い
に
進
み
九
年
六
月
に
信
濃
に
戻
っ
た
（
１７
）
。

河
内
・
大
坂
地
方
で
の
開
帳
が
、
す
で
に
関
係
の
あ
る
小
山
善
光
寺
や
和
光
寺
で
な

く
、
法
明
寺
が
選
ば
れ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
法
明
寺
が
融
通
念
仏
宗
の
有

力
な
寺
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
融
通
念
仏
宗
に
は
本
山
大
念
仏
寺
の
本
尊
天
得
如
来

画
像
を
、
末
寺
や
檀
家
へ
巡
回
す
る
御
回
在
と
い
う
こ
の
宗
派
独
自
の
行
事
が
あ
る
。

本
山
・
末
寺
・
信
者
が
御
回
在
に
よ
っ
て
強
力
に
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
垣
内
善

光
寺
は
融
通
念
仏
宗
で
あ
り
、
信
濃
善
光
寺
は
御
回
在
の
強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
す
る
形
で
、
垣
内
善
光
寺
を
拠
点
と
し
て
元
禄
以
降
に
さ
ら
な
る
布
教
活
動
を
行
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
河
内
国
高
安
郡
善
光
寺
縁
起
」
の
成
立
時
期
は
、
石
碑
の

記
す
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
前
後
す
る
時
期
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
江
戸

後
期
か
ら
明
治
時
代
に
は
い
く
つ
も
の
講
集
団
が
つ
く
ら
れ
、
垣
内
善
光
寺
に
対
す
る

信
仰
が
高
揚
す
る
（
１８
）
。

む
す
び
に
か
え
て

こ
れ
ま
で
の
べ
て
き
た
こ
と
を
時
系
列
に
整
理
し
て
み
た
い
。

永
禄
元
年

（
一
五
五
八
）
以
降
、
善
光
寺
の
本
尊
は
信
濃
を
離
れ
各
地
を
転
々
と

す
る
。
本
尊
不
在
の
間
善
光
寺
は
大
い
に
荒
廃
す
る
。
本
尊
不
在
の
信
濃
善
光
寺
で
あ

り
な
が
ら
、
小
山
善
光
寺
の
宗
珍
は
参
詣
し
続
け
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
三
十

三
度
詣
を
達
成
す
る
。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
本
尊
が
信
濃
の
地
に
戻
る
と
、
す
ぐ

さ
ま
翌
年
か
ら
本
堂
の
修
復
工
事
が
始
ま
る
。
善
光
寺
は
強
い
縁
の
出
来
た
小
山
善
光

寺
に
「
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
を
与
え
、
修
理
工
事
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
河
内

の
拠
点
と
す
る
。
小
山
善
光
寺
は
与
え
ら
れ
た
曼
荼
羅
を
活
用
し
信
濃
善
光
寺
へ
の
財

源
を
確
保
し
な
が
ら
、
自
ら
の
財
も
貯
え
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
再
興
を
果

た
す
。
善
光
寺
は
な
ぜ
河
内
の
小
山
善
光
寺
を
拠
点
と
し
た
の
か
。
宗
珍
と
の
縁
が
下

（４９）
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敷
き
に
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
後
に
大
都
市
と
な
る
大
坂
の
町
は
建
設

が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
布
教
の
対
象
と
す
る
人
の
数
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

善
光
寺
に
対
す
る
信
仰
が
拡
大
し
て
い
く
途
上
に
あ
っ
て
、
一
七
世
紀
中
頃
に
善
光

寺
縁
起
に
出
る
難
波
の
堀
江＝

阿
弥
陀
池
が
大
坂
の
地
に
見
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
四
天
王
寺
で
善
光
寺
如
来
の
出
開
帳
が
行
わ
れ
大
盛
況
と

な
る
。
出
開
帳
の
あ
と
に
善
光
寺
講
が
で
き
、
阿
弥
陀
池
に
念
仏
堂
を
構
え
る
。
元
禄

一
一
年
（
一
六
九
八
）、
堀
江
川
が
開
削
さ
れ
、
堀
江
地
域
開
発
の
要
と
な
る
べ
く
和

光
寺
が
創
建
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
都
市
と
な
っ
た
大
坂
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
善
光

寺
の
布
教
拠
点
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
後
期
に
な
る
と
融
通
念
仏
宗
の
強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
の
る
形
で
、
新
た
な

る
布
教
拠
点
の
垣
内
善
光
寺
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
善
光
寺
は
河
内
・
大
坂
地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
事
情
を
充

分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
ら
へ
の
信
仰＝

集
客＝

財
源
の
拡
大
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
善
光
寺
の
信
仰
拡
大
の
拠
点
と
な
っ
た
寺
や
地
域
で
も
、
善
光
寺
へ
の
協
力
が
自

ら
の
信
仰＝

集
客＝

財
源
の
拡
大
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
善
光
寺
の
布
教
活
動
で
、

河
内
・
大
坂
で
時
々
に
拠
点
と
な
っ
た
寺
や
地
域
と
善
光
寺
と
の
関
係
は
、
俗
な
表
現

を
と
れ
ば
「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」
で
あ
っ
た
。

註（
１
）
二
〇
一
五
年
六
月
三
日
、
信
濃
毎
日
新
聞
の
報
道
。

（
２
）
縁
起
に
つ
い
て
は
、
牛
山
佳
幸
「『
善
光
寺
縁
起
』
の
成
長
」（『
古
代
・
中
世
人
の
祈
り
』

長
野
市
立
博
物
館

一
九
九
七
年
）、
倉
田
邦
雄
・
倉
田
治
夫
『
善
光
寺
縁
起
集
成
Ⅰ
』

（
龍
鳳
書
房

二
〇
〇
一
年
）、
田
島
公
「
科
野
国
造
と
善
光
寺
平
の
豪
族
・
部
民
」

（『
長
野
市
誌
』
二
巻

二
〇
〇
〇
年
）、
同
「『
東
人
の
荷
前
』（『
東
国
の
調
』）
と
『
科

野
屯
倉
』」（『
律
令
制
国
家
と
古
代
社
会
』
塙
書
房

二
〇
〇
五
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ

た
い
。
秘
仏
本
尊
に
つ
い
て
は
、
坂
井
衡
平
「
善
光
寺
本
尊
論
」（『
善
光
寺
史
』
上

東

京
美
術

一
九
六
九
年
）、
小
林
計
一
郎
「
善
光
寺
本
尊
」（『
善
光
寺
さ
ん
』
銀
河
書
房

一
九
七
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
善
光
寺
に
つ
い
て
は
詳
細
な
年
表
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
小
林
計
一
郎
『
善

光
寺
さ
ん
』（
銀
河
書
房

一
九
七
八
年
）、
同
『
善
光
寺
史
研
究
』
信
濃
毎
日
新
聞
社

二
〇
〇
〇
年
）
の
年
表
に
よ
っ
た
。

（
４
）
註（
３
）に
同
じ
。

（
５
）
小
林
計
一
郎
『
善
光
寺
さ
ん
』
一
二
六
頁
。

（
６
）「
小
山
城
」（『
日
本
城
郭
大
系
』
一
二
巻

新
人
物
往
来
社

一
九
八
一
年
）。

（
７
）
里
上
龍
平
「
善
光
寺
と
融
通
念
仏
宗
の
寺
院
」（『
藤
井
寺
市
史
』
二
巻

二
〇
〇
二
年
）

（
８
）
井
上
正
雄
『
大
阪
府
全
志
』（
大
阪
府
全
志
発
行
所

一
九
二
二
年
）。

（
９
）
こ
の
曼
荼
羅
の
制
作
年
代
に
論
及
し
た
主
な
も
の
は
、
西
山
克
「
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
は

語
る
」（『
藤
井
寺
市
史
』
一
巻

一
九
九
七
年
）、
岩
鼻
通
明
「
描
か
れ
た
善
光
寺
と
記

さ
れ
た
善
光
寺
」（『
古
代
・
中
世
人
の
祈
り
』
長
野
市
立
博
物
館

一
九
九
七
年
）、
小

林
計
一
郎
「
小
山
善
光
寺
『
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
図
』」（『
善
光
寺
史
研
究
』
信
濃
毎
日

新
聞
社

二
〇
〇
〇
年
）、
寺
沢
慎
吾
「
善
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
に
つ
い
て
」（『
フ
ィ
ロ
カ

リ
ア
』
二
八

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
１０
）
『
藤
井
寺
市
史
』
六
巻
（
一
九
八
三
年
）
五
九
一
頁
。

（
１１
）
真
野
俊
和
「
善
光
寺
如
来
日
本
廻
国
の
旅
」（
『
聖
な
る
旅
』
東
京
堂
出
版

一
九
九
一
年
）、

尾
崎
行
也
「
近
世
に
お
け
る
善
光
寺
の
出
開
帳
」（『
善
光
寺
本
坊
大
勧
進
宝
物
集
』
郷
土

出
版
社

一
九
九
九
年
）。

（
１２
）
『
大
阪
市
史
』
一
巻
（
一
九
一
三
年
）
五
〇
七
頁
。

（
１３
）『
摂
陽
群
談
』
第
四

池
の
部
「
阿
弥
陀
池
」
の
項
。

（
１４
）『
西
区
史
』
三
巻
（
一
九
七
九
年
）
二
一
八
頁
。

（５０）
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（
１５
）
小
谷
利
明
「
清
慶
寺
蔵
『
河
内
国
高
安
郡
垣
内
村
善
光
寺
縁
起
』
に
つ
い
て
」（『
八
尾
市

立
歴
史
民
俗
資
料
館
研
究
紀
要
』
六

一
九
九
五
年
）。

（
１６
）『
東
大
阪
市
の
歴
史
と
文
化
財

改
訂
版
』（
二
〇
〇
三
年
）
九
頁
。

（
１７
）
尾
崎
行
也
「
近
世
に
お
け
る
善
光
寺
の
出
開
帳
」（『
善
光
寺
本
坊
大
勧
進
宝
物
集
』
郷
土

出
版
社

一
九
九
九
年
）。

（
１８
）
立
石
則
也
「
近
代
大
阪
に
お
け
る
善
光
寺
信
仰
と
垣
内
善
光
寺
」（『
京
都
民
俗
』
一
五

一
九
九
七
年
）。

和光寺の池

（５１）
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Process of Propagation by Zenkoji Temple Conducted in Kawachi,
Osaka Area During Seventeenth to Nineteenth Century

ITO Jun

One of famous temples in Japan−Zenkoji is located in Nagano prefecture. It has been earnestly worshipped among

many people. These are reasons it has been successfully popular.

They had widely propagated the teach in various area around the country. For instance, in the end of the 16 th cen-

tury, in Kawachi or Osaka area, they used Koyama Zenkoji as the base, and the end of the 17 th century, they built

Wakoji temple where was the west district in Osaka(city) then.

Furthermore, turn to the 18 th century, they shifted their base to Kaichi Zenkoji that had one of the sects (Yuzunen-

butsu) in Kawachi area from Wakoji temple. They propagated their teach broader and broader with making use of the

stable networks of the sects. These support and the networks for Zenkoji had brought some profit both Zenkoji and

these other temples.

（５２）

近世河内・大坂地域における善光寺の布教活動


